
強
い「
つ
な
が
り
」を
目
指
す

新
た
な
国
際
協
力
の
形

金
城
学
院
大
学

　
金
城
学
院
大
学
（
名
古
屋

市
）
で
は
、
国
際
情
報
学
部
の

佐
藤
奈
穂
准
教
授
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
生
が
運
営
す
る
ア
ク
セ
サ
リ

ー
ブ
ラ
ン
ド
「D

IA
G
IR
L

〜
親
愛
な
る
、
す
べ
て
の
女
の

コ
た
ち
へ
〜
」
が
新
し
い
メ
ン

バ
ー
体
制
と
な
り
、
令
和
5
年

度
の
活
動
を
開
始
し
た
。

　D
IA
G
IR
L

は
、「“
カ
ワ
イ

イ
”
で
私
が
か
わ
る
、
世
界
を

か
え
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

平
成
27
年
よ
り
同
大
の
学
生
が

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
女
性
た
ち
と
共

に
活
動
し
て
い
る
ア
ク
セ
サ
リ

ー
ブ
ラ
ン
ド
だ
。
学
生
が
デ
ザ

イ
ン
し
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
女
性
た
ち
と
協
力

し
て
製
作
し
、
日
本
で
販
売
し

た
収
益
を
現
地
の
女
性
た
ち
に

還
元
。
従
来
の
国
際
協
力
の
よ

う
な
「
先
進
国
」が
「
途
上
国
」

に
一
方
的
な
支
援
を
施
す
の
で

は
な
く
、
お
互
い
に
成
長
し
合

う
こ
と
、
そ
し
て
「
誰
か
の
役

に
立
て
る
幸
せ
の
連
鎖
」
を
女

性
た
ち
が
つ
な
い
で
い
く
こ
と

を
目
指
し
て
活
動
を
し
て
い

る
。
令
和
元
年
に
は
全
国
各
地

で
活
動
す
る
学
生
団
体
・
サ
ー

ク
ル
・
部
活
動
を
表
彰
す
る

「
第
5
回
学
生
団
体
総
選
挙
」

に
お
い
て
、
1
1
7
8
も
の
参

加
団
体
の
中
か
ら
「
総
合
グ
ラ

ン
プ
リ
」
を
受
賞
し
た
。

　
今
年
度
は
新
た
に
ご
み
の
削

減
と
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
へ
の
取

り
組
み
と
し
て
、
株
式
会
社
大

原
ガ
ラ
ス
リ
サ
イ
ク
ル
（
本

社
・
同
）やN

ijiiroLam
p

（
本

社
愛
知
・
瀬
戸
市
）
の
協
力
の

も
と
、
ガ
ラ
ス
カ
レ
ッ
ト
や
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
製
作
す
る
際

に
生
ま
れ
る
切
れ
端
を
集
め
、

そ
の
素
材
を
使
用
し
た
ア
ク
セ

サ
リ
ー
を
作
る
予
定
だ
と
い

う
。
こ
れ
ま
で
の
ブ
ラ
ン
ド
活

動
に
S
D
G
ｓ
へ
の
取
り
組
み

が
加
わ
り
、
今
後
の
活
動
、
そ

し
て
商
品
の
市
場
価
値
が
高
ま

り
そ
う
だ
。

　
ま
た
、
同
ブ
ラ
ン
ド
で
は
愛

知
県
在
住
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
技

能
実
習
生
と
の
交
流
を
図
る
活

動
「D

IA
F
am
ily

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
る
。
愛

知
県
に
は
技
能
実
習
生
が
多
く

在
住
し
て
い
る
反
面
、
か
ね
て

日
本
語
学
校
や
渡
航
手
続
き
の

際
の
多
額
の
借
金
や
不
当
搾
取

の
被
害
、
外
国
人
差
別
な
ど
の

人
権
侵
害
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
さ
れ

る
。
技
能
実
習
生
の
多
く
は
大

学
生
と
同
世
代
の
若
者
で
、
日

本
に
憧
れ
を
抱
い
て
い
て
も
実

際
に
滞
在
や
実
習
を
経
験
す
る

と
、
そ
の
実
情
に
耐
え
ら
れ
ず

帰
国
す
る
人
も
少
な
く
な
い
の

が
現
状
だ
。

　
そ
こ
で
同
ブ
ラ
ン
ド
で
は
、

技
能
実
習
生
が
抱
え
る
多
く
の

問
題
の
中
で
も
、
大
学
生
だ
か

ら
こ
そ
力
に
な
れ
る
問
題
に
焦

点
を
当
て
、
日
本
で
の
暮
ら
し

が
少
し
で
も
快
適
に
、
そ
し
て

楽
し
い
も
の
に
な
る
よ
う
な
活

動
を
展
開
。「
日
本
の
大
学
生

が
技
能
実
習
生
の
日
本
の
家
族

と
し
て
相
談
相
手
に
な
り
、
孤

立
化
を
防
ぐ
」「
日
本
人
と
カ

ン
ボ
ジ
ア
人
の
情
報
交
換
の
場

づ
く
り
」「
技
能
実
習
生
に
日

本
で
の
滞
在
を
少
し
で
も
楽
し

ん
で
も
ら
う
」「
技
能
実
習
生

が
抱
え
る
問
題
を
事
前
に
把
握

し
、
各
機
関
へ
つ
な
げ
る
」

―
な
ど
、
こ
う
し
た
こ
と
を

活
動
目
的
と
し
て
、
日
本
語
講

座
や
花
火
・
書
道
・
浴
衣
等
の

日
本
文
化
の
体
験
を
通
し
、
ブ

ラ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
や
同
大
の
卒

業
生
、
名
古
屋
市
内
・
愛
知
県

内
在
住
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
技
能

実
習
生
の
交
流
の
場
を
設
け
て

い
る
。

　D
IA
G
IR
L

の
活
動
は
、

「
学
生
な
ら
で
は
」
の
身
近
な

立
場
で
こ
れ
ま
で
の
国
際
協
力

の
形
に
新
し
い
風
を
吹
か
せ
て

い
る
。
彼
女
た
ち
の
今
後
の
取

り
組
み
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

成
長
し
合
え
る
国
際
協
力
で
幸

せ
を
つ
な
い
で
い
くD

IA
G
IR
L

リ
サ
イ
ク
ル
素
材
を
用
い
て

S
D
G
s
の
取
り
組
み
に
も
貢
献
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